
 

ニュージーランド軍、西太平洋の島にクリスマスを届ける 
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（写真１）１２月１１日、クリスマスドロップ作戦の準備を行うグアム島ア

ンダーセン空軍基地で、飛行前点検を行うニュージーランド空軍ト

ニー・トンプソン伍長。 
 

今年で６８年目を迎えるクリスマスドロップ作戦は、世界で最も長く続

けられている空中投下訓練のミッションであり、１８０万平方海里に及

ぶ作戦エリアの５５のミクロネシアの島に暮らす約２万人に生活必需

物資を届ける。 
 

 

１ 

（写真３）C-１３０からミクロネシアの島に物資を空中投下した後、島

民に手を振るニュージーランド空軍のロードマスターのトニー・トンプ

ソン伍長（左）とイーサン・モラン軍曹（右）。 
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（写真２）グアム島アンダーセン空軍基地で、クリスマスドロップ作戦

の低コスト低高度物資の準備をするニュージーランド空軍と米空軍の

乗員。 
 

クリスマスドロップ作戦は、米空軍、航空自衛隊、オーストラリア空

軍、ニュージーランド空軍のC-１３０乗員が、太平洋の未調査の投下

地点に物資を空中投下する訓練を行うための四カ国間軍事訓練の

ミッションである。 
 


